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次号予告「科学捜査に活用される光技術」

巻頭言  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥瀬戸康雄

総合報告
科学捜査のための光を利用した分析技術の動向
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥西脇芳典

解　説
テラヘルツ光を用いた遮蔽物内薬物の分光イメージング
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥村手宏輔ほか
パルスレーザーを用いた文書改ざんの検出  ‥‥鈴木基嗣
分光分析および X線 CTによる偽造医薬品の識別
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥吉田直子
ハイパースペクトルイメージングによる指紋の可視化
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥中村　厚

光学ハイライト

気になる論文コーナー

今後の特集予定
51巻 10号「物質最表面を探査する分光技術」
51巻 11号「ポイント・オブ・ケア検査のための光学技術」
51巻 12号「データサイエンスで社会課題に応える光計測」
52巻 1号「プロジェクターによって拡張される実世界」
52巻 2号「擾乱環境下でのイメージング」
 

//編集後記 //

　今月号では，「精密光学素子によるX線イメージング」
というタイトルで特集企画を編集いたしました．編集委
員の任期などの関係で，おおよそ 3年に 1度の頻度で X
線関係の特集が組まれるのですが，前回の 2018年 10月
号は「X線自由電子レーザー」，前々回の 2016年 9月号
は「宇宙，惑星の起源を探る X線光学」，さらに前には
2013年 6月号で「X線顕微鏡の今と未来」と，大きいと
ころから小さいところまですでに取り上げられているこ
ともあり，「光学」の記事として，どんな内容であれば
読者の方に面白く思ってもらえるかとだいぶ悩みまし
た．ちょうど日本光学会に X線・EUV結像光学研究グ
ループが立ち上がったこともあり，その特集がよいかと
も考えましたが，そちらはタイムリーなほうがよいとの
ことで，昨年度すでに「光学ハイライト」で取り上げて
もらいました．
　その後，委員長やほかの委員の方との議論を通して，
ガチガチの光学素子技術に関してであればX線光学に限
らない多方面の方に興味をもってもらえるのではとの意
見もいただき，今回のような執筆陣の先生方になってお
ります．X線光学の関係者の方々はもちろんですが，分
野を問わない多くの「光学」読者の方のご参考にもなれ
ば幸いです．
　最後になりましたが，企画を検討するにあたって上記
のようなご助言のみならず，企画案の文面まで細かくコ
メントいただいた編集委員会，編集局の皆さまに御礼申
し上げます． （木村，徐）

原著論文を募集しています
　「光学」では，日本語の原著論文を募集しています．会員・非会員を問わず，自由に投稿できます．皆様の意
欲的なご投稿をお待ちしております．
　また，上記に加え，特集テーマに関連のある原著論文も募集しています．この場合，採択となった論文はその
特集号に合わせて掲載できるよう，査読作業をより迅速化いたします．特集テーマ関連の投稿締切は，当該特集
号発行月の 4か月前の 10日です．特集号を明記のうえご投稿ください．
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